
関東大会の御礼と報告

忙しい中、ご支援とご声援を賜り、心より御礼申し上げます。
石倉は、皆様からの温かい励ましを胸に、最後の一瞬まで全身全霊を込めて戦い抜きました。苦し

い後半戦でも前に出続けた姿勢は、彼の不屈の精神を如実に表していました。残り3秒での逆転され
てしまいましたが、会場で応援してくれた仲間の心は、石倉の姿に深く揺さぶられました。彼の戦い
ぶりに宿る、諦めない闘志、苦しみながらも前に出続けるその真摯な姿勢が評価され、複数の大学か
ら特待生としての入学打診があったこと
は、彼にとって大きな励みとなりました。
ご家庭の事情により、両親の応援が叶わ
ず、二日目なら父親が駆けつけられる可
能性があったため、何としても勝ち進み
たいという強い思いがありました。その
ことが惜しくも叶わず、本当に残念で心
残りです。とは言え、彼と部員にとって
人生の糧となる経験であったことは間違
いありません。
今回の大会を通じ、部活動が学校教育

において果たす重要な役割を改めて実感
いたしました。生徒たちの心身の成⾧に
多大な影響を与え、人格形成の礎となっ
ていることを強く感じます。

皆様方からの温かい言葉とご支援は、
柔道部員一同、そして私自身にとって大
きな励みでした。感謝の念に堪えません。

本来であれば直接お礼を申し上げるべ
きところ、失礼ながら本文にてご報告さ
せていただきました。
何卒ご容赦ください。

2024.11.吉日 柔道部顧問 柳浦


